
日本の遣唐留学生と渡来人

1　遣唐留学生と渡来系氏族との関係

加藤　謙吉

推古16年9月発道の遣隔俺には8人の留学生･学問僧が随行したが､ 『日本書紀』によると､そ

の顔ぶれは倭漠直福困･奈良訳語恵妙･高向漢人玄理･新漢人大国(学生)､新漢人日文･南淵

漢人請安･志賀漢人恵隠･新漢人広済(学問僧)より成る｡彼らの多くは乗漢氏やその系列下

の漢人の出身で､高向漢人玄理は､氏姓を｢高向史｣とも記すように､東文氏(東漢氏の枝氏)

の下で文筆･記録の任にあたったフミヒト(ヤマトノフミヒト)の一員でもある(1-｡残る奈良訳

語恵妙は己智氏の同族､志賀漢人恵隠は西漠氏系の漢人とみられるが(2㌦　この2人を含む全員が

渡来人である｡

これに対して遣唐使の留学生･学問僧の場合はどうであろうか｡表1は､渡来系であることが

明白か､もしくはその可能性が高い留学生･学問僧の名を列挙したものである｡

現在､遣唐留学生･学問僧であったことが史料から確認できる者は､全部で65人前後で､その

うち学問僧が50人ほどを占めている｡しかも学問僧の大半は俗姓が未詳である(判明する者の約

二倍)｡したがって､その中には渡来系氏族の出身者が少なからず存したと見ることができ､表1

の人数をさらに上回ることになろう｡

例えば天平5年(733)､伝戒の師招碑のために入唐した普照の母は､ 『続日本紀』天平神護2年2

月甲午条に自猪与呂志女とあり､ ｢白猪｣は自猪史を指すとみられるから､あるいは普照の父の

出自も､西文氏の管轄下に置かれた自猪史やカワチノフミヒトと同じく､中･南河内に集中的に

居住したフミヒト系諸氏もしくは他の渡来系氏族の中に求めるべきかもしれない｡普照の母方氏

族である自猪史(葛井連)は｢野中古市人｣ (互いに隣接する河内国古市郡古市郷と丹比郡野中

郷を拠点とした西文･馬〔武生〕 ･蔵･船･津･白猪ら､百済系のフミヒト諸氏)を構成したカ

ワチノフミヒトの中核的な存在であり､別掲の表2･表3に示したように､古代の外交･学術･文

芸の諸分野で顕著な足跡を残している(:ラ)｡

さらに讃岐国西部の有力在地土豪､佐伯直出身の空海の母方氏族は､玄防や善疎らの高僧を輩

出した阿刀宿祢であるが､後述のごとく､物部氏の同族と称するこの氏は本来､河内を基盤とし

た渡来系の氏族と推定される｡
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表1渡来系の遣唐留学生･学問僧

人名 ﾙ事項 ₀��

1恵施(白碓4.入唐) 傅ﾉ:H『姓氏録』未定雑姓.和泉国に｢小豆首呉国人､現 養臣之後也｣ ��

2遺昭(日経4.入唐) H譴河内国丹比郡人､船史恵釈の子 ��

3高黄金(自推4?.入唐) 『姓氏録』左京諸蕃下.高麗条に高氏(無姓､二氏)､ 同未定雑姓.左京条に後部高氏(無姓) �

4?韓嶋勝婆婆(天智10.帰朝)[注1] 帰朝し､唐国使郭務傍ら二千人が来朝する旨を告げるo �

5白猪史宝然(天武13.帰朝) 大唐学生､河内国丹比郡人または志紀郡人 �

6道慈(大宝2.入唐) 乂ｩ69ｨ畯大和国添下郡人､後述 ��

7弁正(大宝2.入唐?) 弍ﾉj唐学士､俗姓秦氏､大宝年中に唐に道学 �

8玄肪(養老元.入唐) )8D忠河内国渋川郡人?､後述 ������

9井共成?(養老元?.入唐) 僮))h譴葵ｸ鯖尼X皐8ｯY河内国丹比郡人または志紀郡人 ������

10?慈訓(?)[注2] I ���

11秦大麻呂(天平5.入唐) 入唐請益生 �

12行賀(天平勝宝4.入唐) 9mnﾈﾏb大和国広瀬郡人o上毛野公は天平勝宝二年に田辺史 ���

(旧姓田辺史) �>�r蔚8ﾜ��6騙��ﾂ�.x*ｨ�(.ﾘ,�+ﾘ�����

13船連夫子(天平勝宝5.帰朝) 大唐学問生､河内国丹比郡人? �

14*延慶(天平勝宝5.帰朝) 鑑真一行に随伴､後述するように船連夫子と同一人と みられる○ �

15?高内弓(雄)[注3]  �

16最澄(延暦23.入唐) 倅8入唐請益僧 ���

17長琴宿祢氏主(承和5.入唐) 『入唐求法巡礼行記』に｢記(紀)伝留学生長琴宿 祢｣.｢長峯留学｣に作る○旧姓民首o遣唐判官長琴 宿祢高名の傑従(佐伯有清『日本古代氏族の研究』 〔吉川弘文館.1985〕参照) �

18?春苑宿祢王威(承和5.入唐)は41 遣唐陰陽師.陰陽請益 �

19?宗叡(貞観四頃入唐) (8高丘親王に従って入唐o池上氏には敏達天皇後商の皇 別の池上真人と百済系渡来人とみられる池上椋人民の 二氏があるo ����

[注1]韓嶋勝婆婆は留学生ではなく､百済救援の役の際に唐軍の捕虜となっていた者であろう｡

[注2]慈訓の俗姓は船氏(船連〔史〕)で､河内国の人(『興福寺寺務次第』 ･ 『興福寺別当次第』 ･ 『扶桑略記』)0

船氏が本拠とした河内国丹比郡野中郷の出身とみられる｡藤原仲麻呂派に属し､少僧都･興福寺別当として

仏教政策を推進した｡慈訓について､ 『元亨釈書』は､ ｢初事･.興福寺良敏玄肪二師.学相宗.｡後倍'.

審祥法師､.姶こ海入唐.謁･.賢首国師法蔵.票二華厳深旨.｡ ･･-･｣と記す(『七大寺年表』にも｢戎云入唐人也｣

とある)が､法蔵の没年(先天元〔712〕年)などとの関係から､慈訓の入唐説やそれを訂正した入新羅説

には疑問が存する(佐久間竜『日本古代僧伝の研究』 〔吉川弘文館･ 1983年〕)0

[注3]森克己は高内弓(雄)を遣唐留学生とし､送潮海便船にて帰朝したと推察するが(『遣唐使』 〔至文堂･ 1966

年〕)､ 『続日本紀』天平宝字7年10月乙亥条･同宝亀4年6月丙辰条によれば､彼は潮海国に音声を学ぶために

留学した学生であろう｡高氏は3の高黄金と同じく､高句麗系の高､後部高氏らの出身とみられる｡

[注4]春苑宿祢王威は遣唐陰陽師･陰陽請益で､伯者国の人｡承和5年に入唐｡旧姓は宍人首で､入唐に先立ち､

承和3年4月1日に宍人首玉成が春苑宿称を賜姓された｡ 『続日本後紀』の同条は玉成を孝元天皇の皇子大彦命

の苗商とするが､佐伯有清は宍入部の中に百済系のものが存することから､宍人首は宍入部を率いた渡来系

の伴道で､大彦命の後商で宍入部を統率した高橋朝臣(膳臣)や宍入朝臣(宍人臣)と結び付き､その同族
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系譜に組み込まれた氏族と推定する(佐伯､前掲吾)｡しかし渡来系の宍入部の伴造に比定すべきは宍人造

であり､宍人首は宍人臣の管轄卜に地方の宍入部を率いた非渡来系の氏族と見た方が妥当と思われる(加藤

諌言｢御食供進のトモの組織の構造｣ 『王権と信仰の古代史』 〔吉川弘文館･2005年〕所収)｡

かくして父系･母系､もしくはその双方を通して渡来系の氏族と結び付く学問僧は､かなりの

数にのぼると推断して間違いないであろう｡遣惰使の時ほどではないにしても､遣唐使の場合も､

渡来系の留学生･学問僧が高い比率を占めていたとみられるのである｡

これに対して､非渡来系の留学生･学問僧は､時期が降るにつれて次第に増加の傾向をたどる

ものの､養老元年入唐の下道(吉備)朝臣真備･大倭忌寸小乗人(大和相称長岡)､天平勝宝4年

の膳臣大丘､同年入唐(?)の善議(俗姓恵賀連)､宝亀8年の永忠(俗姓秋篠朝臣)､延暦23年

の空海(俗姓佐伯直) ･義真(俗姓丸子連または丸都連)､承和5年の戒明(俗姓凡直) ･春苑宿

祢玉成(前掲表1の注4参照)､承和9年の悪運(俗姓安曇宿祢)のように､一般に中･下級の官人

層や地方豪族層(下道真備-備中､空海･戒明-讃岐､義真-相模､春苑宿祢玉成-伯者)の子

弟が多い｡

もっとも自推4年の学問僧･留学生の中には､中臣鎌足の子宝恵(貞慧)､中臣渠毎の子の安達､

春日栗田臣百済の子の通観(後に還俗して栗田朝臣真人となる)､巨勢臣豊足の子巨勢臣薬など､

マヘツキミ級の有力氏の子弟が加わっており､養老元年の阿倍仲麻呂は､ 『古今和歌集目録』に

阿倍朝臣船守の子とされ(ただし後述するように､その出自には疑問がある)､延暦23年の橘朝

臣逸勢は奈良麻呂の孫で､入居の子にあたる｡天平勝宝4年の藤原朝臣刷雄は当時大納言兼紫微

令のポストにあった政界の実力者藤原仲麻呂の子であるから､上流貴族の子弟やその一族の者が

加わるケースも一方で確実に存した｡

ただ白堆4年の定恵以下の4人は､いずれも未成年の少年とみられ(定恵は11歳)､彼らの入唐

には何か特別の事情が介在した可能性があり､藤原刷雄も入唐の直前に無位から従五位下に叙せ

られていて､藤原活河を遣唐大使とするこの折の遣唐使がそもそも仲麻呂の強い政治的意向によ

るものであったことを考慮する必要があろう｡さらに橘入居は逸勢の入唐を見ることなく､延暦

19年に右中弁従四位下で没している｡したがって多少の例外はあるにせよ､遣唐留学生･学問僧

は､主として渡来系諸氏を中心とした中･下級の氏族や地方豪族によって構成されたと判断して

差し支えないであろう｡

次に表1のうち､ 2･5･8･9? ･13 (14?)の人物は､中河内から南河内の諸郡(渋川･志

紀･丹比)を本拠とする｡ 12の行賀(上毛野公)は大和国広瀬郡の人であるが､上毛野氏(旧姓

田辺史)一族の本拠地もまた､南河内の安宿郡田辺である｡このほか非渡来系の留学生･学問僧

には南河内の錦部郡の人である善議がおり､その俗姓恵賀連は､志紀郡の恵賀(会賀･餌香)の

地名にもとづく｡宝亀8年に入唐した留学僧の永忠は｢京兆人､姓秋篠氏｣ (『元亨釈書』)とある

が､秋篠氏の中には河内国志紀郡土師郷に本貫を持つ者がおり(4)､永忠の一族もあるいはこの地

を拠点としていたかもしれない｡

前述のように､中･南河内は渡来系氏族の集任地であり､フミヒト系の諸氏も多数居住してい

た(別掲表4)｡その中心をなすのは古市郡古市郷と丹比郡野中郷を拠点としたいわゆる｢野中古

専修大学乗アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月(53)



市人｣であるが､表1の留学生･学問僧の中に､船･自猪両氏の出身者が複数存在するのも偶然

ではあるまい｡別掲の表2･表3によれば､中･南河内のフミヒトの中には､渉外活動に従事し､

学術･文芸の分野で活躍した者が顕著に認められる｡彼らが留学生･学問憎に選抜されたのは､

その伝統的に培ってきた学問や文学の素養･資質に負うところが大きいと考えられる｡中･南河

内の一帯は､最新の外来文化が横溢する先進地域と位置づけることができ､フミヒト以外の渡来

系諸氏や非渡来系の諸氏も含めて､氏族間相互に活発な文化的交流が行われていたと想定される

のである｡

遣唐留学生や学問憎は､もとより希望すれば誰でもなれるわけではなく､それぞれの専門分野

で将来を嘱望される優秀な人材が抜擢された｡異境の地における学の成就が､本人だけでなく国

家の威光や信用に直結する以上､留学生･学問僧の教養や人格が問われるのは当然のことであろ

う｡ 『続日本紀』の道慈の卒伝に｢姓聡悟､為レ衆所レ推｡大宝元年､随レ使入唐｣､ 『慈覚大師伝』

に｢承和二年､有レ入来吉日､頃者朝家有二遣唐使之義_｡随レ業択レ人｣とあることは､この事実

をよく示している｡

ただ選抜に際しては､その前提として政界の有力者や仏教界の実力者､あるいは同行する遣唐

使の四等官などの推挙が必要とされたとみられる｡鈴木靖民は養老元年に入唐した井真成を､河

内国志紀郡出身の井上忌寸真成と推定し､この折の遣唐使の押憶が丹比真人県守であり､丹比真

人氏とゆかりの深い多治比連(宿祢)の本拠地が志紀郡に隣接する河内国丹比郡であることから､

井上真成は県守との地縁的な関係で留学生に抜擢されたのではないかとする(5)｡

筆者は鎌足･不比等以降の藤原氏が中･南河内の渡来系集団と密接な関係を持ち､とくにフミ

ヒト集団や新来の高丘連河内(楽浪河内) ･比良麻呂父子をその側近勢力として擁していた事実

が認められることにもとづき`b)､藤原氏も井真成の推挙者に比定できるのではないかと考えてい

るが(7)､いずれにせよこのような推挙が留学の前提とされるケースが多かったことは確かであろ

う｡天平勝宝5年に帰朝した大唐学問生の船連夫子と､同じく鑑真一行に随行して帰朝した延慶

は､既に指摘されているように､同一人物と断定することができるが(後述)､恵美家の家僧と

なり､仲麻呂の依頼で『藤氏家伝』下(武智麻呂伝)を著したこの人物は､請益生(短期留学)

ならば仲麻呂､留学生(長期留学)ならばその父の武智麻呂か､養老元年発道の遣唐副使であっ

た手合(馬養)らの推挙により入唐したものと推察されるのである｡

2　渡来系とみられる留学生(学問僧)

以上の考察結果を踏まえて､次に表1の人物群のうち､その出自や出身氏族の性格に関して､

若干問題があると思われる留学生･学問僧について､個々に検討を加えていくことにしたい｡

A　道慈と額田氏

遺慈の出自については､次のような記事がある｡

(∋ 『続日本紀』天平16年10月辛卯条

律師道慈法師卒｡ (天平元年為_律師)｡法師､俗姓額田氏､添下郡人也｡

②『懐風藻』

く54 )日本の達磨留学生と渡来人(加藤)



釈道慈者､俗姓額田氏､添下人｡

①･(参のほか､ 『扶桑略記』 『元亨釈書』なども､俗姓を額田氏とする｡道慈は添下郡の人とさ

れるが､令制下の平群郡額田郷(平群郡に吸収される前は山辺評･所布評･飽波評のいずれかの

評に所属)がその出身地であろう｡同所およびその周辺地域を本拠とした､もしくはその可能性

のある額田氏には(Ⅰ)平群氏系の額田首､ (Ⅱ)東漢氏系村主･漢人の額田村主､ (Ⅲ)天津彦

根命南の額田都連(宿祢) ･額田部河田連･額田部湯坐連(?)がおり､他に額田部河田連の管

轄下に皮革製品(馬具)を製造した渡来系才伐の｢額田呂熟度高麗｣が存する(H'｡

このうち(Ⅲ)は正確には額田氏ではなく､額田部氏であるから除外すべきであり､ (Ⅰ)の

額田首は『紀氏家牒』に｢平群真烏大臣弟額田早良宿祢家平群県額田里｡不レ尋父氏負

(母?)姓額田首｣と記すことを根拠とするが､ 『姓氏録』では河内国皇別条に早良臣と額田首

の本系を掲げるから､額田首の本拠地は大和ではなく､河内国の河内郡額田郷と解すべきである｡

額田邑の熟皮高麗も令制下の大蔵省所属の品部である狛戸の系譜と結び付き､遺慈の出身氏族と

するにはふさわしくない｡

そうすると､道慈は従来から指摘されているように､ (Ⅱ)の額田村主の出身と推定するのが

妥当であろう｡額田村主は『姓氏録』大和国諸蕃条に｢出レ自二呉国人天国古也｣と記し､ 『坂上

系図』所引『新撰姓氏録』逸文によれば､阿智使主(阿智王)の要請により､仁徳朝に高麗･百

済･新羅などの国から招喚された阿智使主の｢本郷の人民｣の子孫にあたる三十の村主姓氏族の

-氏であり､要するに東漢氏配下の漢人集団(渡来弟)を率いた族長の村主の後高氏にあたる(9)｡

B　延慶と船連夫子

延慶と船連夫子に関しては､次の5条の記事が存する｡

③ 『唐大和上東征伝』 (淡海三船撰)

廿日(十二月)乙酉午時､第二舟著-阿多郡秋妻屋浦__｡甘六日辛卯､延慶師引二和上入

太宰府_｡

④ 『東大寺要録』巻4所引『大和尚伝』 (思託撰)

(良弁)叉問｡唐中腰有二如レ此大像一｡遣二延慶訳語云レ無｡

⑤　同上

後経半月ー勅使良弁僧都及レ検唐朝天徳位名､和上位勅特贈｡即大和上､法進､学生普

照､延慶､星静､法板､思祐､義浄｡叉令,､佐伯今毛人出申贈位絹甘匹､絶廿匹､大布四十端､

細布一百屯l｡用施ー和上.｡余僧各滅レ半｡

⑥ 『続日本紀』天平宝字2年8月辛丑(2日)条

外従五位下僧延慶､以-jF3異_於俗､辞∵其爵位｡詔許レ之｡其位禄･位田者､有レ勅不レ

収｡

⑦ 『続日本紀』天平勝宝6年11月辛末(11日)条

大唐学問生元位船連夫子授外従五位下｡辞而不レ受｡以出家故也｡

これらによれば､延慶は天平勝宝5年(753) 12月､通庸副使大伴胡麻呂の船に乗船した鑑真一

行に同行して帰国し､彼らを太宰府へと案内した｡一行の入京の際には､訳語として随伴し､和

上位を贈られ､後に絹･絶･布などを与えられている｡天平勝宝7歳には東大寺写経所に80巻花

専修大学東アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月(55)



厳経を貸与し(｢正倉院文書｣塵芥28裏11､ 『大口本古文書』 4ノ86)､さらに翌年にも図書寮に摩

登伽経2巻を貸与･した(｢正倉院文書｣続々修12ノ6､ ｢大日本古文書｣ 13ノ177)｡ ⑥によれば､天

平宝字2年(758) 8月に､ ｢形俗に異なる｣を以て､外従五位下の爵位を辞しているが､延慶は

『藤氏家伝』下の冒頭に｢僧延慶｣とあり､ ｢武智麻呂伝｣の撰者であったことが知られる｡一一一万､

船連夫子は､ ⑦よれば天平勝宝6年(754) 11月に入唐学問生で､この時無位より外従五位下を授

けられたが､出家をもっての故にこれを辞している｡

『藤氏家伝』下巻の撰者であることから､延慶は上巻の撰者の藤原仲麻呂と近い関係の人物と

推定できるが､堀池春嶺は､延慶を仲麻呂の六男刷雄に比定し､その理由として､彼が天平勝宝

4年間3月､遣唐留学生として渡唐するため大使の藤原清河らとともに拝朝し､無位より従五位下

に叙せられたこと､恵美押勝の乱後､仲麻呂の男子のなかで刷雄だけが｢少きより禅行を修むる｣

を以て､死罪を免れ､隠岐国に流されたとあること(以上､ 『続日本紀』)を挙げ､天平勝宝4年

の刷雄の授けられた位階､従五位下は外従五位下の誤りで､爵位を返上したにもかかわらず､延

慶が特例的に従来通り位禄位田を支給されているのは､権力者の仲麻呂の身内であったためとし､

刷雄は天平勝宝4年閏3月の遣唐船で留学し､鑑真の門下に入って､延慶と称するようになったと

推測する(10)｡

しかしこの説は､薗田香融が批判するように､藤原氏の子弟は内位の階位を与えられるのが通

例であることから､権力者の仲麻呂の子である刷雄が外従五位下に叙せられることはありえず､

延慶はfr級貴族ないし地方豪族の出身と解するのが妥当である(ll)｡また刷雄が道鏡没後の宝亀3

年4月に本位の従五位下に復し､以後､官人として歴任しているのも､延慶の僧侶としての活動

と抵触する(12)｡

延慶について､竹内理三や横田健--は､彼を仲麻呂家(恵美家)の家憎とする(13'｡ (むの外従

五位下という在俗時の位階､辞位の後も位禄･位田を賜わったという特別の待遇は､当時の政界

の権力者の引き立てによるものとみられるが､その後､天平宝字4年頃に『藤氏家伝』下を撰す

るに至る経緯を考えると､延慶を優遇した権力者は藤原仲麻呂にほかならず､帰朝後､彼が恵美

家の家憎の職に就いた確率は高いと見てよいであろう｡

一一万で俗位を有する延慶は出家してまだ間もない段階にあったとみられる｡薗田香融は､ (丑で

外従五位下を授けられたものの､出家をもっての故にこれを辞退したとする無位の大唐学問生船

連夫子と､延慶の人物像にはなはだ相通じるものがあるとして､両者を同一人と推定し､延慶は

はじめ留学生船連夫子として入唐したが､かの地で出家し法話を延慶と名乗ったとする｡薗田説

に従うならば､彼は帰国後の天平勝宝6年11月に俗名のまま外従五位下に叙せられ､これを辞退

したにもかかわらず外従五位下の俗位にとどめおかれ(訳語として唐から鑑真一行を都まで導い

た功によるか?)､天平宝字2年8月にようやく辞位が認められて､正式な僧侶としてスタートし

たことになろう｡

船連夫子が留学生･請益生のどちらであったかは不詳であるが､仮に後者であるとすると､彼

は仲麻呂の子の刷雄とともに､天平勝宝4年発道の遣唐使船で入唐したことになり､刷雄の後見

的役割を負っていたのかもしれない｡加えて後年の延慶と仲麻呂の関係をも考慮すると､彼が大

唐学問生に選ばれたこと自体が､仲麻呂の推挙による可能性が大きいと思われる(14'｡
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延慶･船連夫子同人説については､確たる証拠がないとして､これを疑問視する見解もあるが

'15-､かつて論じたように､仲麻呂派の官人や僧侶には､田辺史(上毛野君)や船連(旧姓は史)､

および船連の同族の葛井連(自猪史)のような､中･南河内を拠点としたフミヒト系渡来氏族の

一族の者が少なくない(表5参照)｡しかも中･南河内のフミヒトと藤原氏との結合関係は､不比

等以来､彼の妻で､河内国古市郡が出身地である県犬養宿祢三千代や､三千代との間に生まれた

娘の光明子(光明子の諒の｢安宿媛｣は､田辺氏の本拠のある安宿郡の郡名に因む)を介在させ

る形で強化され､フミヒトたちは藤原氏の政界での活動を支えるブレーン的役割を負うようにな

った｡とくに不比等の養育者でもあった田辺氏(『尊卑分脈』)や､船･津･自猪三氏(白猪氏か

らは自猪史骨が､田辺史百校･田辺史首名らとともに不比等の下で大宝律令の撰定に従事し､神

亀六年頃の｢文雅｣の代表者とされた白猪史〔葛井連〕広成は､三千代の近親とみられる県犬養

宿祢八重を妾としていた)とは､緊密なパイプで結ばれていた(l'"0

2004年に墓誌が発見された日本人留学生｢井真成｣については､葛井連真成のこととする東野

治之の説があり､奈良時代前半の葛井氏の一族の者に｢某成｣の2字の人名を持つ者の存するこ

とが指摘されているが`17-､筆者もこの説に賛成である｡真成は､ ｢成｣の字を共有する同時代の

葛井連広戒や葛井連大成(『万葉集』 ･ 『続日本紀』)と近親関係にあった人物ではなかろうか｡

養老元年発道の遣唐使の副使は藤原宇合であったから､あるいは真成も字合の意向で留学生に抜

擢されるたと見ることができるかもしれない｡

いずれにせよ､河内国丹比郡野中郷出身の船連夫子が､伝統的な藤原氏との交流にもとづき､

仲麻呂と個人的に結び付いていた蓋然性は高く､薗田の推測通り､延慶と船連夫子は同一人と推

断して誤りないと思われる｡

C　玄坊と阿刀氏

玄坊の出自については､諸書､いずれも阿刀氏とする｡

⑧僧玄防死｡玄防､俗姓阿刀氏｡ (『続日本紀』天平18年6月己亥条)

⑨僧正玄防｡く八月廿五日直任｡法相宗興福寺｡阿刀氏｡ --) (『七大寺年表』天平9年条)

⑲釈玄防､姓阿刀氏｡従_義淵学唯識｣ (『元亨釈書』巻16)

玄肪以外に阿刀氏出身と伝えられる僧侶には､義淵と善珠が存する｡義淵は『三国仏法伝通縁

起』や『七大寺年表』 ･ 『元亨釈書』よれば､玄坊の師とされ､ 『続日本紀』や『東大寺要録』

(本願章第一)は､義淵の俗姓を市往氏とし､一族の者が神亀4年に岡連の氏姓を賜わったと記す｡

『扶桑略記』は､義淵を阿刀氏の出身とするが､子のない夫婦が観音に起請して授かった化生の

子としており､信用するに足らない｡ 『姓氏録』右京諸蕃下には市往公と岡連の本系を並べて掲

げ､同族とするが､同寺(龍蓋寺)が義淵の創建になるとすれば(醍醐寺本『諸寺縁起』所収天

禄元年八月二十九目付太政官牒が初見)､義淵の俗姓は『続日本紀』の記述に従って､市往氏

(無姓または公姓)とするのがもっとも妥当であろう｡ただ『扶桑略記』と同様の話が､ 『七大寺

年表』や『東大寺要録』に引く｢龍蓋寺記｣ (｢龍蓋寺伝記｣)に見え(夫婦の婦を阿刀氏とする)､

内容はともかくとして､化生伝説とともに俗姓を阿刀氏とする説が､比較的早い時期から流布さ

れていたことがうかがえる｡

次に善珠は､ 『日本霊異記』 ･ 『扶桑略記』 ･ 『七大寺年表』などに､俗姓を跡連･阿都宿
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祢･阿刀氏と記す｡ 『扶桑略記』は玄坊が藤原宮子に密通して生まれた子が善珠であるとする俗

説を掲げるが､これは玄坊が藤原宮子の病を快癒させたことや､善珠の師であったことにもとづ

きつくられた話と見ることができ､善珠は阿刀氏の出身(ただし『日本霊異記』は母の姓を負っ

て跡氏となったとする)と断定して差し支えないであろう｡

さらに前述のように､ 『続日本後紀』承和2年3月庚午条や『日本高僧伝要文抄』 ･ 『元亨釈書』

などによれば､空海の母は阿刀氏の出身で､伊予親王の文学であった阿刀宿祢大足は空海の外男

(母方のおじ)に当たる｡大足のほか阿刀氏には､宝亀･延暦期の大学助､阿刀宿祢真足(『続日

本紀』)や延暦16年､撰日本紀所に供奉した安都宿祢笠主(『日本後紀』)､ 『令集解』所引｢跡記｣

(延暦10年代成立の養老注釈書)の著者とみられる阿刀某などの学術関係者がおり､上記の阿刀

氏出身の高僧たちとあわせて､この氏は亀井輝一郎が指摘するごとく､有識者を輩出した｢文的

性格の強い｣氏族であったことが知られる(18)｡

阿刀氏は『新撰姓氏録』や『先代旧事本紀』巻5 ｢天孫本紀｣では､鏡連日命の後商で､物部

(石上)氏の同族とされる｡

⑪ 『新撰姓氏録』

阿刀宿祢　　石上同視(19)　〔左京神別上〕

阿刀宿祢　　石上朝臣同祖｡鏡連日命孫味鶴田命之後也　〔山城国神別〕

阿刀連　　　同上　　〔山城国神別〕

阿刀連　　　神鏡連日命之後也　〔摂津国神別〕

阿刀連　　　同上(采女臣同阻)　〔和泉国神別〕

⑫ ｢天孫本紀｣　　　(天照国照彦天火明櫛王鏡連日尊)孫昧飯田命､阿刀連等阻｡

阿刀氏の本拠地は物部守屋の｢阿都家｣があった『和名抄』の河内国渋川郡跡部郷の地で､延

喜式内社､跡部神社の所在地でもある｡亀井輝一郎は､大和川流域の河内･大和両国に､アトと

いう古地名が点在する事実に注目し､阿刀氏が物部氏の支配のもとに大和川交通の管理に携わり､

渡来人との関係が深く､対外交渉にも関与した氏族であることを推定している(2(')｡

確かにこの氏の担う｢文｣的性格は､大和川水系を媒介としてその流域の中･南河内に展開す

るフミヒトなど､渡来系の諸氏との交流を通して育まれた公算が大であり､玄防･善疎らを出し

た仏教的体質も､新堂廃寺､西琳寺､野中寺､衣縫廃寺､船橋廃寺などの初期寺院を建立し､早

くからこれらの地に仏教文化を扶植していた渡来人から直接摂取したものとみられる｡のみなら

ず渋川郡跡部郷に比定される硯大阪府八尾市渋川町には､七世紀前半建立の中河内最古の寺院で

ある渋川廃寺が存在する｡山本昭はこの寺を物部守屋滅亡後に厩戸皇子が建立した計画的寺院の

一つとし､上宮王家滅亡後は阿刀氏によって維持されたとするが(21)､厩戸や上官王家とは関わ

りなく､直接､阿刀氏が創建した寺院と推定して差し支えあるまい｡

かくして､このような阿刀氏の氏族的特性を前提に据えると､さらに次の二つの史料に留意す

る必要があろう｡

⑬ 『続日本紀』慶雲元年2月乙亥条

従五位上上村主百済改賜阿刀連｡

⑭天平17年4月20日付｢安都年足書状｣ (正倉院丹裏古文書､ 『大日本古文書』 25ノ124)
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荒田井伊美吉乙麻呂

右人年足之近族､此起去年八月､砥承於寺頭､

伏乞昭状垂恕､草々甚々､謹状､不宣､

天平十七年四月甘六日安都年足謹状

⑬の慶雲元年(704)に阿刀連に改姓した上村主は､河内国安宿郡賀美郷(硯大阪府羽曳野市

駒ケ谷･飛鳥付近)､または同国大県郡賀美郷(硯大阪府柏原市雁多尾畑･峠付近)を本拠とし

た魂の陳思王植(曹植)の後商と称する渡来系氏族で､私見によれば､西漢氏配下の漢人を率い

た村主(スグリ)の中の-氏である｡蘇我氏の指揮下にある東漢氏一村圭一漢人の渡来人組織に

対抗して､物部氏が河内の渡来系技術者･有識者集団を結集して､西漢氏一村主-漢人の組織を

編成したものと推察することができる(22)｡上村主の本拠地の安宿郡･大県郡の賀美郷の地は､

大和川流域やこれに並行する竜田道の沿線に位置しており､阿刀氏が大和川交通の管理に携わっ

た氏族であるとするならば､上村主から阿刀連への改姓は､亀井が説くように､阿刀･上両氏の

大和川を媒介とした結合にもとづき､上村主が擬制的に阿刀連の同族に列した結果とするのが､

もっとも無難な解釈となろう｡

次に⑭の史料は､安都年足(阿刀年足にもつくる｡ 『万葉集』巻4に見える安都宿祢年足と同-一一一

人であろう)を荒田井伊美害乙麻呂の｢近族｣とする｡荒田井伊美吉(忌寸)の旧姓は直で､乗

漢氏の枝氏中の1氏である｡ 『日本書紀』に荒田井直比羅夫のことを｢倭漢直比羅夫｣ ･ ｢倭漢直

荒田井比羅夫｣とも記し､ 『坂上系図』所引『新撰姓氏録』逸文には､都賀使主の二男の志努直

(中腹の祖)の第4子､刀祢直の南とする｡阿刀氏と乗漢氏は別族であるから､ ｢近族｣とはこの

場合､姻族の意にとることができよう｡荒田井伊美吉の傍流の-一一族とみられる尾張国の荒田井直

族からは､平安初期の法相教学の高僧である賢環(興福寺僧)が出ているが､亀井輝一郎が注目

するように､彼は玄防の法統に結び付く人物であり､阿刀氏と荒田井氏は仏教的環境という点で

も共通性を有する｡

ところで､ ⑬･⑲の両史料によるかぎり､阿刀氏と渡来系諸氏との関係は､職掌や地域的な交

流を越えて､氏族的にも極めて緊密な結合関係にあったと見なければならない｡さらに中･南河

内の渡来系諸氏と共通するこの氏の｢文｣的性格や､飛鳥時代の中･南河内の初期寺院のほとん

どが渡来人の創建とみられ(23)､渋川廃寺も同様の可能性があること､阿刀氏の本拠地の河内国

渋川郡跡部郷が､雄略紀7年是歳条に百済から招喚した｢今来才伎｣を安置したと記す
ヤまとのくにU)あとのひ7'-)きのむLA,

｢倭国吾裾広津邑｣の地にはかならないことなどを勘案すると､亀井説をもう一歩進めて､阿

刀氏そのものが渡来系の氏族であったと推断してよいのではなかろうか｡

渡来系の諸氏の中には出自を改変し､仮冒により皇別や神別と称した氏族が少なくない｡ 『姓

氏録』左京皇別下に本系を掲げる上毛野朝臣は､豊城入彦命五世孫の多奇渡世君の後商とするが､

実際は前述のように､河内国安宿郡を本拠とした百済系渡来人の田辺史の本流の一族が天平勝宝

2年に上毛野君の氏姓を､ついで弘仁元年に朝臣のカバネを賜わり､皇別の上毛野氏の同族に列

したものにすぎない｡伽耶系渡来人とみられる難波害土系の諸氏は､阿倍氏や膳氏と同じく大彦

命後南の皇別氏と称しており(24)､ 『新撰姓氏録』で孝昭天皇の皇子の天帯彦国押人命の南とする

和珂氏系(春日･小野･栗田らの諸氏と同族)の吉田達､真野臣の両氏も､本来は渡来系の一族
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であることが明白である(後述)｡

天応元年7月に中臣栗原連の氏姓を与えられた栗原勝子公らの一族も､子公の言上によれば､

中臣氏の祖の伊賀都臣が百済に使いし､現地の女性との間に生まれた二人の男子が帰国し､美濃

固不破郡に屠所を賜わったとあるが､ ｢勝｣のカバネが渡来人特有のものであることを考慮する

と､この氏は本来百済系の渡来人であったと断定して間違いないであろう｡

これら渡来系の氏族が出自を仮託した大彦命や天帯彦国押人命の後高氏の中には､阿倍氏や膳

氏､小野氏や東田氏のように対外交渉で活躍した一族が多く､豊城入彦後南の上毛野氏も､荒田

別･鹿我別･竹菓瀬(多寄波世) ･田遺らが将軍として新羅へ派遣された伝承を持つ氏族である｡

物部氏もまた､六世紀の継体朝に物部伊勢連父根(物部至至連)が百済に派遣され､欽明朝の倭

系百済官人に物部施徳麻奇牟･物部奈率奇非･物部奈率用奇多ら物部姓の者が認められるよう

に､対朝鮮外交に積極的に関与している｡したがって物部氏と擬制的な同族関係で結ばれた渡来

系の氏族が存在した蓋然性は高く､阿刀氏をそのような一族と解しても決して不自然ではあるま

い｡

本章では､遺慈と玄坊が渡来系の額田･阿刀両氏の出身であり､ 『藤氏家伝』下の作者の延慶

の俗姓がフミヒト系の船氏で､大唐学問生の船連夫子と同一人であることを指摘した｡これによ

って遣唐留学生･学問憎中に占める渡来人の比重は､一段と増すことになる｡加えて阿刀氏もま

た､河内国渋川郡跡部郷を本拠とした渡来系氏族と見て差し支えないとすれば､前章で言及した

フミヒトを中心とする中･南河内の渡来系諸氏の特性一渉外活動･学術･文芸への伝統的な関与

-は､留学生･学問僧の派遣という事象にも如実に示されていると見ることができるよう｡

以上により､私見の概要はほほ述べることができたが､考察を進める過程で､遣唐留学生の阿

倍仲麻呂の出自に関して､定説とは異なる新たな解釈が可能ではないかという考えを持つ至った｡

本稿のテーマとも部分的にかかわるところがあるので､最後に臆測を交えながら､この点を検討

してみることにする｡

3　補論･阿倍仲麻呂の出自をめぐって

阿倍仲麻呂の出自については､ 12世紀初頭に成立した『古今和歌集目録』 (藤原仲実著)に

｢中務大輔正五位上船守男｣とあるのが史料上の初見で､ 『続日本紀』以下の国史には仝くその出

自が記載されていない｡ 『古今和歌集目録』に引く｢国史｣には｢本名仲麿｡唐朝賜二姓朝氏名衡

字仲満｡ ･--｣と記し､かなり詳細な仲麻呂の略伝を掲げている｡ ｢国史｣の略伝は､散逸した

『日本後紀』延暦22年3月丁巳条の一部とみられるが(251､ここでも仲麻呂の出自に関する記述は

見えない｡

仲麻呂の父とされる阿倍朝臣船守は､ 『続日本紀』によれば､和銅4年(711) 4月に正五位下､

養老7年(723)正月に正五位上に叙せられている｡さらに『日本後紀』大同3年6月甲子条の安部

朝臣弟当の卒伝には､

散位従四位下安倍朝臣弟当卒｡正五位上勲互等船守之孫､美作守従五位上意比麻昌之男也｡

宝亀四年叙従五位下､延暦甘年授二従四位下｡活慣作レ性､夙夜在レ公｡不レ過擁門､無レ
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事資産一､家風也｡

と記している｡

意比麻呂は『続日本紀』に阿倍朝臣帯麻呂と記す人物と同一人であろうが､仲麻呂を船守の子

とすると､意比麻呂は仲麻呂の兄弟､弟当は甥にあたる｡仲麻呂は『続日本紀』の宝亀10年5月

丙寅条に､在唐のまま没したこと､家口偏に乏しく､葬礼開くること有るをもって､東経　一百

疋･白綿三百屯を賜わったことを記しており､延暦22年の｢国史｣ (『日本後紀』)の略伝とあわ

せると､弟当の卒した大同3年(808)頃には､仲麻呂の唐土における文人･官僚としての華やか

な活動と､帰国を果たせずに没したその悲劇性が､宮廷貴族の間に鮮明に記憶されていたはずで

ある｡ところが上の『日本後紀』の弟当の卒伝では､弟当の性(ひととなり)と彼の家の家風が

称賛されているものの､仲麻呂との関係(続柄)については一言も触れていない｡

奥州安倍氏の末商と称した秋田の安藤氏の『安藤系図』 (『続群書類従』第七輯上)は､船(舟)

守を御主人の子の広庭の子とし､その子を仲麻呂､仲麻呂の子を行氏として行氏の孫の代まで系

譜を掲げているが､後世の造作の跡が濃厚で､全く信用できない｡したがって仲麻呂を船守の千

とする『古今和歌集日録』の記述を裏付けるものは､現状では皆無と言わざるを得ないのであ

る｡

実は阿倍(安倍)氏には､孝元天皇の皇子の大彦命の後商とする阿(安)倍氏(臣-朝臣)の

ほかにもう1氏､和安部(やまとのあべ)氏が存する｡ 『新撰姓氏録』左京皇別下は､大春R朝臣

以下､孝昭天皇の皇子の天帯(足)彦国押人命(天押帯R子命)の後宙と称する和田氏系氏族10

氏の本系を掲げるが､大春日朝臣･小野朝臣の次に和安部朝臣の名が見え､さらに和爾部相称･

横井臣･和安部臣･葉栗臣と続く｡

和安部朝臣　大春日朝臣同祖｡彦姥津命三世孫難波相称之後也｡続日本紀合｡

和爾部宿祢　和安部朝臣同阻｡彦姥津命四世孫矢田相称之後也｡続日本紀合｡

横井臣　和安部同視｡彦姥津命五世孫米餅春大使主命之後也｡

和安部臣　和安部朝臣同祖｡彦姥津命五世孫米餅春大使主命之後也｡

葉栗臣　和安部朝臣同阻｡彦姥津命三世孫建穴命之後也｡

和安部氏は大彦命の後南の阿倍氏と同じく､大和国十市郡安倍の地を本拠とした豪族であろう｡

本属宣長が『古事記伝』で｢安｣の字を｢適｣の誤写とし､和安部氏を和適(爾)部氏のことと

して以来､誤写説が有力視されてきたが､ 『続日本紀』神護景雲2年間6月丁未条には､左京人従

六位下の和安部臣男綱ら3人が朝臣姓を与えられたことを記しており､男綱らの氏名を､ 『続日本

紀』の諸本はすべて｢和安部｣につくるから､和爾部氏とは別氏であることが明らかである｡

継体紀元年三月条には､継体妃の一一一一人に｢和田臣河内の女英(はえ)媛｣の名を挙げ､稚綬姫

皇女､園娘皇女､厚皇子を生んだと記す｡一一一万､ 『古事記』継体天皇段では､妃の名が｢阿倍之

波延比売(あべのはえひめ)｣とされ､若屋郎女､郁夫良郎女､阿豆王を生んだとする｡和田臣

河内の女の英媛と阿倍之波延比売は同一人と考えて差し支えないが､ 『古事記』で反正天皇の妃

とされる｢丸遡之許碁登(こごと)臣｣の女の｢都怒郎女(つののいらつめ)｣が､反正紀元年

八月条では｢大宅臣の祖木事(こごと)｣の女の｢津野(つの)媛｣と記される例が存するから､

継体妃の阿倍之波延比売も､大彦命後南の阿倍氏ではなく和田氏系の和安部氏出身の妃と推察す
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ることができる｡

ところで霊亀2年､阿倍仲麻呂が入唐した際に､その傑人として随行したのは､羽栗臣吉麻呂

であった｡ 『類衆国史』 187仏道部14 (還俗僧)には､

桓武天皇延暦十七年五月丙午､正五位下羽栗臣翼卒､云々､父吉麻呂､霊亀二年以学生阿

倍朝臣中麻呂傭人入唐､要唐女生翼及朔一､翼年十六､天平六年､随レ父帰レ国､以.聡穎

_見レ称､多レ所二通渉_､出家為レ僧､末レ幾学業優長､朝廷惜其才而還俗､特賜度二人｡

とあり､吉麻呂が唐女を要って翼･期の二人の子を生んだことが知られる｡長子の翼は宝亀8年6

月に通庸准判官として入唐しているが､次子の期も天平宝字3年2月､藤原朝臣河清(活河)を迎

える遣唐使の録事として入唐し､そのまま河活のもとに留まっている(『続日本紀』)｡

周知のように和田氏系の諸氏の中には､小野氏や栗田氏のような古代の対外交渉に顕著な足跡

を残した氏族が存する｡また吉田連は､神亀元年に吉宜や吉智主が賜わった氏姓で(『続日本

紀』 ･ 『新撰姓氏録』)､ 『姓氏録』や『続日本後紀』によれば､塩垂津彦(天帯彦国押人命の商)

が､崇神朝に己没(嶋津江流域にあった伽耶諸国中の小国､のち百済に併合)に派遣され､その

子孫の達率吉大尚とその弟の吉少尚らが来朝したとし､ 『姓氏録』は旧姓の｢吉｣ (キチ)を､己

没で｢宰｣を称する言葉であるとするが､吉大(太)尚が『日本書紀』や『懐風藻』に見える天

智朝頃の実在の人物で､達率という百済の官位を帯び､キチ･キシが首長を表す朝鮮語にもとづ

くことから､この氏の実態は7世紀後半の百済の役後に渡来した亡命百済人(己抜糸)と見て差

し支えない｡

さらに『姓氏録』右京皇別下に天足彦国押人命の三世孫彦国茸命の商と記す真野臣は､彦国茸

命の曾孫の大矢田相称が神功皇后の新羅征伐に従軍し､新羅国王の女を要って生んだ佐久命の子

孫で､その九世孫の和珂部臣鳥と忍勝らが近江国志賀郡真野村に居住したために､庚寅年籍で真

野臣の姓を負ったとするが､貞観5年9月､真野臣永徳らが宿祢姓を賜わった時に百済系渡来氏族

の民首の一族の者が､これと同視と称して真野臣の氏姓を与えられており(『三代実録』)､真野

氏ももとは渡来系であったと推断することができる｡

このように､和田氏系諸氏の中に渡来系の氏族のいた事実が判明するが､小野氏や栗田氏の外

交官的な特性を勘案すると､吉田(吉)氏や真野氏は､これらの氏族との交流を通して和珂系諸

氏と同祖関係を結ぶに至ったと解してよいであろう｡羽(莱)栗氏の場合､翼や期が遣唐使に任

ぜられたのは､母が中国人であったことによるところが大きいと思われるが､ほかにも天平八年

の遣新羅俺の一行に羽柴〔開名〕が存すること(『万葉集』 15･3640)､および奈良朝の史料に認

められる羽栗氏の分布地域が､栗田･小野･真野などの諸氏と同じく山背･近江であることに依

拠すると､この氏も小野氏や栗田氏のように対外交渉に深く関与した一族か､あるいは吉田氏や

真野氏のように､元来渡来系の氏であった可能性が濃厚となる｡

ここで改めて羽釆臣吉麻呂が入唐する阿倍仲麻呂の傭人となった理由を考えてみよう｡ 『姓氏

録』によれば､葉栗臣は｢和安部朝臣同祖｣とあり､和安部朝臣や和安部臣とともに彦姥津命の

南とされる｡和安部･葉栗両氏は､和田系諸氏の中でも特に親密な同族関係にあったことがうか

がえるが､そうすると阿倍仲麻呂は大彦命後南の阿倍氏ではなく､葉栗臣の同族である和安部氏

の出身であり､遣唐留学生としての彼の抜きん出た才能と資質は､小野氏や栗田氏､渡来系の書
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田氏･真野氏を同族に擁するその氏族的環境の中で醸成されたと見ることができるのではなかろ

うか｡

仲麻呂の入唐時には､大宝期の遣唐執節俺の栗田朝臣真人はまだ健荏(養老3年〔719〕没)で

あった｡仲麻呂を遣唐留学生に推挙したのは､あるいは真人であったかもしれない｡王経の｢送

一秘書晃監還月本国｣詩の序に｢名成太学､官至客卿｣と記すように､仲麻呂は国子監六

学の太学に入学しているが､ ｢真人好読∴経史､解レ属レ文､容止温雅､則夫宴之於麟徳殿､授

司膳卿一､放還二本国｣ (『旧暦書』倭国日本伝)と唐で称賛され､優遇された栗田真人の関係者

であったことが､入学を許可された理由とも考えられるのである｡

註

(1)加藤謙吉『大和政権とフミヒト制』 (吉川弘文館･2002年)

(2)加藤謙吉『吉土と西漢氏』 (白水社･2001年)

(3)加藤謙吉､前掲注1の吾

(4) 『続日本紀』延暦15年11月己丑条によれば､秋篠朝臣清野が河内国志紀郡の荒円1町を賜わっており､同7月戊

中条には河内国人の秋篠朝臣仝継の名が見える｡さらにこれに先立ち､ 『日本後紀』弘仁2年3月丙中条には河

内国人の土師宿祢常磐が秋篠朝臣の氏姓を与えられたことを記すから､秋篠朝臣の河内の拠点が志紀郡l二師

郷にあったことがうかがえる｡

(5)鈴木靖民｢中国西安の日本遣唐使墓誌と墓主jr一真成｣ (『乗アジアの古代文化』 123号･2005年)､同｢遣唐留

学生井真成とその出自｣ (『遣唐使の見た中国と日本』 〔朝日選書･2005年〕所収)

(6)加藤謙吉｢初期の藤原氏と渡来人の交流｣ (『日本古代中世の政治と宗教』 〔吉川弘文館･2002年〕所収)

(7)加藤謙吉｢中･南河内の渡来人と対外交渉｣ (『東アジアの古代文化』 123号､同｢井真成を育んだ中･南河内

の渡来文化｣ (『遣唐使の見た中国と日本』所収)｡なおこの点については､さらに後述する｡

(8)仁藤敦史｢額田部氏の系譜と職掌｣ (『国立歴史民俗博物館研究報告』 88号･2001年)､森公章｢額田部氏の研

究｣ (同上)

(9)加藤謙吉｢東漠氏の氏族組織の成立｣ (同著『大和政権と古代氏族』 〔吉川弘文館･ 1991年〕所収)

(10)堀池春嶺｢壁真を廻る貴族の動向｣ (『大和文化研究』 10巻9号･ 1965年､のち同著『南都仏教史の研究』 ~F

〔法蔵館･ 1982年〕に収録)

(ll)薗田香融｢恵美家子女伝考｣ (『史集』 32 ･33､ 1966年､のち同著『H本古代の貴族と地方豪族』 〔塙書房･

1991年〕に収録)｡なお､横田健一もこのことを指摘している(｢家伝･武智麻呂伝｣ 〔『群書解題』 2､続群書

類従刊行会･ 1961年〕､同｢家伝､武智麻呂伝研究序説｣ 〔同著『白鳳天平の世界』創元社･ 1973年〕所収)

(12)薗田香融は､刷雄と天平宝字3年6月に正六位卜から外従五位下に叙せられた仲麻呂の子の薩雄を同　一人とす

るが､別人であろう｡

(13)竹内理三『寧楽遺文』下巻(東京堂･1964年)､横田健･､前掲論文

(14)新日本古典文学大系本『続日本紀』 3の補注は､延慶の辞位が認められた同じH (天平宝字2年8月2日)に船

東人と船樺手の2人が位一一階を授けられたことに注目し(｢正倉院文書｣続修1ノ4､ 『大日本古文書』 4ノ283)､

彼らは延慶の縁者で(船東人は『続日本紀』宝亀元年4月丁西条には船連乗人と記す)､延慶が外従五位卜を

辞した代償に叙位されたのではないかと推察している｡

(15)岸俊男『藤原仲麻呂』 (人物叢書､吉川弘文館･ 1969年)

(16)加藤謙吉､前掲注6の論文

(17)東野治之｢井其成の墓誌を読む｣ (『遣唐使の見た中国と日本』所収)

(18)亀井輝･郎｢人和川と物部氏｣ (『日本書紀研究』第9冊〔塙書房･ 1976年〕所収)
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(19) 『太子伝玉杯抄』巻4に引く本条の逸文には｢新撰姓氏録第十･云､金村連､足楓上郡椿市村阿刀連等祖也｣

とする｡なお佐伯有清(『新撰姓氏録の研究』考証編6 〔吉川弘文館･1983年〕)が説くように､金村連は人伴

金村とは別人である｡

(20)亀井輝一郎､前掲論文

(21)山本昭｢河内竜華吉と渋川寺｣ (『藤沢-一夫先生古稀記念古文化論叢』 〔同記念論集刊行会･ 1983年〕所収)

(22)加藤謙吉､前掲注2の書

(23)新堂廃寺は錦郡氏(?)､衣縫廃寺は衣縫氏または井L氏､酉琳寺は西文･馬(武生) ･蔵などの干仁後宙氏､

野中寺は野中･野巨船の3氏のいずれかの氏寺とみられる｡

(24)加藤謙吉､前掲注2の書

(25)長野正｢藤原清河伝について｣ (和歌森太郎先生還暦記念会編『古代･中世の社会と民俗文化』 〔弘文堂･

1976年〕所収)
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(64)円本の遣唐留学生と渡来人(加藤)

7
,
,
[
ヒ
ト
糸
満
氏
と
渉
外
活
i
i
(
留
学
生
･
字
間
憎
を
含
む
)

[
廿
考
I
u
　
上
毛
貯
公
　
(
胡
臣
)
　
は
田
辺
史
､
山
E
E
l
造
(
宿
J
E
)
　
は
山
田
史
'
書
良
明
臣
は
古
井
楢

t
(
白
籍
史
･
暮
井
連
)
'
菅
野
胡
臣
は
*
連
(
史
)
の
改
姓
後
の
氏
姓
｡
都
宿
t
は
桑
原
公
の
改

姓
後
の
氏
姓
で
'
桑
原
公
の
旧
姓
は
桑
原
史
も
し
-
は
集
肝
村
主
｡
兵
庫
史
(
フ
ミ
ヒ
ー
系
)
　
と

弗
新
村
主
は
同
族
関
係
に
あ
る
が
'
表
中
の
d
(
肝
公
と
都
循
t
は
桑
原
村
主
の
後
青
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
'
疑
問
符
　
(
?
)
　
を
付
し
た
｡

[
廿
事
2
]
　
出
典
f
の
r
平
辻
)
は
r
平
安
辻
文
し
､
r
読
後
紀
]
　
は
r
統
日
本
後
紀
｣
'
r
L
二
実
)
は

r
日
本
三
代
実
線
｣
の
略
｡

[
8
号
3
]
　
中
･
南
河
内
を
本
拠
と
す
る
フ
ミ
ヒ
ト
系
氏
族
に
は
○
印
を
付
し
た
｡
文
忌
寸
に
は
末

文
氏
系
と
西
文
氏
系
の
両
氏
が
あ
る
の
で
'
そ
の
判
別
が
困
稚
な
も
の
に
は
△
印
を
付
し
た
｡
西

文
氏
系
の
牡
合
に
は
中
･
南
河
内
の
氏
族
と
な
る
｡

[
注
】
　
2
の
N
!
手
金
は
フ
ミ
ヒ
ト
系
の
市
史
で
は
な
-
､
無
姓
の
芯
氏
の
l
族
と
み
ら
れ
る
が
　
(
ど

ち
ら
も
高
句
末
系
)
'
参
考
の
た
め
に
掲
げ
た
｡

板
振
(
持
)
鎌
東

沖
史
(
逮
)
真
麻
呂

武
生
連
点
守

上
毛
野
公
大
川

(
河
)

?
桑
原
公
秋
成

上
毛
野
公
(
朝
臣
)

y
F
人

山
田
造
(
宿
鋼
)
大

屋
上
毛
野
(
朝
臣
)
継

益
?
桑
原
公
腹
赤

書
長
潮
臣
圭
持

山
田
宿
所
文
雄

蔦
井
連
善
宗

?
都
宿
繍
貫
通

(
良
書
)

菅
野
朝
臣
惟
肖

[
玉
手
7
･
l
]
淋
海
使
送
達
の
船
師
と
な
る
｡

左
兵
術
(
佐
o
r
大
尉
o
r
少
尉
)
･
正
七
位
下

[
十
字
3
･
l
]
新
羅
便
入
朝
の
由
を
問
う
た

め
大
事
府
に
派
遣
さ
れ
る
｡
摂
津
大
進
･
外

征
五
位
下
(
1
従
五
位
下
)

【
宝
■
-
～
4
]
送
汝
海
容
使
と
な
る
｡
正
六

位
上

[
宝
亀
8
-
同
-
]
遺
唐
録
事
と
し
て
入
唐
｡

正
六
位
上

[
延
暦
l
･
5
-
同
1
0
]
送
瀞
海
等
便
(
副

使
?
)
と
な
る
｡
正
六
位
上
｡
帰
朝
後
､
外

従
五
位
下
叙
位

[
延
暦
2
3
]
辻
唐
僚
事
と
な
り
､
入
唐
｡
正
六

位
上
･
左
少
史

【
延
席
2
･
4
]
辻
唐
織
事
と
な
り
'
入
唐
｡
正

六
位
上
･
式
部
少
録
兼
伊
勢
大
目
･
勲
六
等

[
弘
仁
元
～
同
2
]
送
漁
港
客
使
録
事
(
遺
南

海
録
暮
)
と
な
る
｡
大
初
任
下
､
帰
路
遭
難

死
｡
追
付
従
六
位
下

[
弘
仁
-
･
秋
〕
来
朝
し
た
勘
海
副
使
の
高
書

秀
と
辞
を
唱
和

[
東
和
9
･
3
]
沖
膿
館
に
遺
わ
さ
れ
て
漁
港

位
を
慰
労
｡
右
大
便
･
正
六
位
上

[
東
和
9
･
4
]
劫
海
促
に
時
服
を
賜
う
使
者

と
な
る
｡
右
大
史
･
正
六
位
上

〔
貞
浪
3
･
正
〕
領
漁
港
客
使
と
な
る
｡
兵
郡
少

目
･
正
七
位
下

[
貞
親
l
･
1
〕
半
瀞
海
音
便
と
な
る
｡
少
内
記

[
貞
観
l
･
4
]
領
帰
郷
汝
海
客
使
と
な
る
｡
文

章
生
･
従
八
位
下



⑳⑳血⑧⑳△⑭⑬12⑫⑩⑨⑧⑦⑥5④③②① ��

蟻喜蓋毒蓋歪墓葦董塁間董鮒窒 倩��kﾂ�

鋼蔓草酎酔 ����ﾈ��]�����
主要芸歴糟憂瑚嚢…妻憂響墓室章票轡憂垂 冢r�X��

37　⑳⑳　⑳　3332

専修大学東アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月く65)

フ
･
･
(
ヒ
ー
系
J
E
氏
と
学
者
･
大
学
関
係
者
･
文
人

㊨52㊨72
0

0
2㊨㊨㊨

上
毛
野
公
大
川

(
河
)

串
連
(
菅
野
朝
臣
)

*
n

上
毛
野
公
(
朝
臣
)

新
人

練
達
(
中
科
宿
R
F
)

巨
都
雄

?
桑
原
公
宮
作

中
科
宿
繍
善
雄

?
桑
原
公
(
都
宿

帝
)
旗
赤

?
桑
原
公
広
田
麻

呂
山
田
橋
井
舌
嗣

御
船
宿
所
民
主

山
田
連
寿
城

?
都
宿
所
文
憲

?
有
宗
宿
爾
益
門

[
注
2
]

仰
船
宿
I
F
(
菅
野

斬
臣
)
佐
世

玉
井
連
善
宗

上
毛
野
朝
臣
永
世

?
都
宿
R
E
(
朝
臣
)

長
音
(
首
道
)

【
光
仁
斬
]
　
r
続
日
本
紀
)
　
2
1
-
3
4
巻
の
も
と

と
な
る
天
平
宝
字
～
宝
■
年
間
の
記
録
を

t
f
集

[
延
席
4
-
同
2
5
]
東
宮
(
皇
太
子
)
学
士

[
延
席
1
0
ご
ろ
～
同
l
]
r
続
日
本
紀
]
の
撰

修
に
加
わ
る

[
延
暦
2
2
]
r
延
暦
交
替
式
)
の
洪
定
に
あ
た
る

[
延
暦
年
間
～
弘
仁
1
2
】
文
章
生
(
延
暦
2
0
以

前
)
｡
r
新
洪
姓
氏
録
)
の
桶
暮
に
従
事
(
弘

仁
元
ご
ろ
～
同
6
)
｡
東
宮
学
士
(
弘
仁
7

以
降
～
同
l
)
C
 
r
凌
書
兼
｣
･
r
経
国
集
｣

に
各
-
育

[
延
居
1
0
ご
ろ
～
同
l
]
　
r
続
日
本
紀
]
　
の
撰

修
に
加
わ
る

[
弘
仁
5
以
前
]
　
r
凌
甘
集
｣
　
に
2
首
入
集

〔
弘
仁
5
･
9
]
東
宮
学
士
任
官

[
弘
仁
5
]
文
章
生
･
相
模
格
博
士

【
弘
仁
9
〕
r
文
革
秀
麗
集
し
の
撫
事
に
あ
た

る
[
弘
仁
l
]
r
内
暮
式
]
の
鮪
修
に
参
加

[
弘
仁
1
2
ご
ろ
～
天
長
2
]
文
章
博
士

[
弘
仁
1
4
･
4
]
改
元
に
あ
た
り
､
｢
天
長
｣
の
年

号
を
共
進
o
 
r
凌
書
集
｣
に
2
首
'
r
文
革
秀

i
k
集
｣
に
1
0
首
､
r
経
国
集
]
に
-
首
入
集

〔
弘
仁
5
-
同
9
]
　
r
文
章
秀
耽
集
｣
に
-
育

大
井

〔
東
和
7
･
1
2
j
r
日
本
後
妃
)
奏
進
｡
古
嗣
は

同
雷
の
第
3
次
甫
集
事
業
に
参
画

〔
東
和
3
-
同
1
0
ご
ろ
]
大
学
博
士

【
東
和
年
間
〕
大
学
生
･
丹
波
種
付
士
道
任

[
東
和
l
･
王
〕
対
策
不
科
､
[
仁
方
4
･
正
]
対

策
改
判
に
よ
り
丁
第
を
縛
る

[
天
安
2
･
3
]
大
学
助
任
官

【
東
和
1
4
･
6
]
大
学
学
生
(
食
口
生
)

[
斉
衝
元
～
貞
競
7
ご
ろ
]
算
博
士

[
斉
衡
3
-
元
丘
4
]
大
学
助
救
･
大
字
博
士
･

大
学
助

[
天
安
2
･
9
]
明
菜
得
業
生
'
串
群
及
科

[
貞
観
2
･
同
1
1
]
音
博
士
｡
r
貞
観
梅
j
韻
事

に
従
事

[
貞
競
2
]
文
章
生
､
そ
の
後
文
章
得
業
生

[
貞
競
n
u
対
策
に
及
第
｡
対
策
文
｢
神
仙
｣

は
後
世
の
模
範
と
な
る

〔
q
E
現
1
3
】
r
文
徳
実
録
]
　
の
第
一
次
絹
暮
に

加
わ
る

[
貞
概
l
]
文
章
博
士
任
官

[
元
鹿
2
]
　
r
文
徳
実
録
j
　
の
第
二
次
絹
事
に

加
わ
り
､
塑
年
完
成
｡
家
集
に
r
都
氏
文

集
j
.
r
本
朝
文
粋
】
r
和
漢
朗
詠
集
｣
な
ど

に
詩
文
を
残
す
｡
卒
伝
に
｢
付
く
史
伝
に

通
じ
､
才
藻
触
発
｣
と
あ
る

r
頼
衆
国
史
h

r
耕
紀
J
r
後
紀
J

r
頑
罪
国
史
J

r
公
卿
補
任
J

r
延
暦
交
替
式
L

r
類
邦
国
史
J

r
溌
t
J
u

r
経
国
集
J

r
新
填
姓
氏
録
j

r
類
衆
国
史
J

r
凌
書
集
J

r
後
紀
j

r
凌
書
集
L

r
文
革
秀
麗
集
]

序
r
内
裏
式
】
序

r
日
本
妃
略
h

r
元
秘
抄
J

r
類
熊
国
史
J

r
経
国
集
】
ほ
か

r
文
革
秀
光
集
)

r
後
紀
｣
序

r
二
中
歴
)

r
統
後
紀
h

r
文
実
｣

r
類
衆
符
宜
抄
L

r
文
実
L
r
三
実
L

r
文
実
】
コ
二
実
｣

コ
一
中
歴
J

｢
三
乗
L

r
三
実
L

r
古
今
和
歌
集

日
録
】

コ
こ
実
｣
　
ほ
か

r
古
今
和
歌
集

目
録
｣

コ
二
実
｣
　
ほ
か

古
井
連
宗
之

仰
船
宿
#
有
行

必
達
(
菅
野
朝
臣
)

副
使
麻
呂

山
田
宿
膚
弘
宗

菅
野
斬
臣
惟
肖

載
史
(
浄
野
朝
臣
)

官
雄

[
J
t
観
-
･
2
]
荘
計
'
釈
共
に
左
伝
を
辞
す

[
J
t
鞍
5
･
1
]
越
中
国
博
士
.
大
初
仕
上

[
片
親
5
-
元
慶
元
]
社
講
･
助
教
｡
礼
妃
･
左

氏
伝
を
講
じ
る

[
貞
観
1
1
-
同
1
3
]
大
学
大
F
n
(
観
梅
J
r
■

観
式
】
　
の
縞
事
に
従
事

[
貞
板
1
4
]
文
章
生
'
[
貞
観
期
3
対
策
及
第
､

[
仁
和
3
]
文
章
博
士

〔
元
慶
7
-
仁
和
3
]
大
学
助
教

[
8
考
-
】
　
上
毛
好
公
(
君
･
胡
臣
)
　
は
E
F
辺
史
､
山
田
遣
･
山
田
連
･
山
E
E
宿
q
E
は
山
田
史
､
中

科
宿
I
F
は
沖
連
(
史
)
､
卸
船
宿
書
は
船
連
(
史
)
､
菅
貯
胡
臣
は
*
連
(
史
)
　
の
改
姓
後
の
氏
姓
｡

都
宿
所
は
q
(
∬
公
の
改
姓
後
の
氏
姓
で
'
q
(
原
公
の
旧
姓
は
q
K
原
史
も
し
-
は
桑
原
村
主
｡
q
E
原

史
(
フ
ミ
ヒ
ト
系
)
　
と
d
E
原
村
主
は
同
族
関
係
に
あ
る
が
､
表
中
の
q
(
原
公
と
都
宿
I
E
は
兵
原
村

圭
の
後
帝
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
､
疑
問
符
(
?
)
を
付
し
た
｡

[
8
号
2
】
　
出
典
柵
の
r
兼
伝
)
は
r
藤
氏
京
伝
-
'
r
手
並
-
は
r
事
兼
辻
文
J
r
 
r
後
紀
】
は
r
D
)

本
復
紀
)
､
r
統
後
紀
J
は
r
統
日
本
後
転
｣
､
T
文
美
し
は
T
日
本
文
徳
天
皇
美
希
)
'
r
三
業
)
紘

r
日
本
三
代
実
牡
｣
　
の
略
｡

【
廿
考
3
】
　
中
･
南
河
内
を
本
拠
と
す
る
フ
ミ
ヒ
ト
系
氏
族
に
は
○
印
を
付
し
た
｡
文
忌
寸
に
は
末

文
氏
系
と
西
文
氏
系
の
両
氏
が
あ
る
の
で
､
そ
の
判
別
が
囲
耗
な
も
の
に
は
△
印
を
付
し
た
｡
西

文
氏
系
の
■
合
に
は
中
･
沖
河
内
の
氏
族
と
な
る
｡

[
Q
F
考
4
]
　
内
肥
･
外
妃
就
任
者
に
つ
い
て
は
類
推
と
な
る
た
め
省
略
し
た
が
'
元
よ
湘
･
N
で
の
フ

･
I
J
ヒ
ト
系
の
就
任
者
は
内
配
九
名
へ
　
外
把
二
一
名
を
救
え
る
｡

[
注
-
]
　
｢
書
｣
の
内
容
は
不
明
｡
こ
の
時
1
席
に
遭
俗
し
た
意
俊
(
青
享
が
医
術
蒙
で
あ
る
こ
と

に
基
づ
-
と
へ
久
ホ
骨
も
ま
た
な
ん
ら
か
の
学
術
に
秀
で
た
人
物
と
推
測
さ
れ
る
｡

[
注
2
]
　
有
宗
宿
F
E
益
門
は
t
 
r
文
穂
実
線
｣
仁
方
3
年
正
月
戊
成
集
に
外
征
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た

と
あ
る
の
が
史
料
上
の
初
見
.
た
だ
こ
れ
よ
り
の
ち
'
■
8
i
6
年
8
月
に
右
京
人
の
大
窪
羊
雄
や

大
声
汁
年
ら
が
有
宗
宿
t
を
姓
姓
さ
れ
て
お
り
へ
r
I
二
代
共
振
｣
)
､
こ
の
大
津
氏
は
大
建
史
(
フ
ミ

ヒ
-
系
)
の
同
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
益
門
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
る
べ
き
か
｡
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飽牟史馬史 
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妄至警垂 

芸誓書 局 
史. 
･白 

委皇 
野 

中 

負 
? 

(66)円本の遣唐留学/トと渡来人(加藤)

仲
麻
呂
派
と
み
ら
れ
る
フ
ミ
ヒ
-
系
の
官
人
･
僧
侶

人

　

　

　

名

蔦
井
連
枝
道

田
辺
史
真
人

(
上
毛
野
君
美
人
)

田
辺
史
広
浜

(
上
毛
野
君
広
浜
)

上
毛
野
公
[
朗
名
]

上
毛
野
公
[
朗
名
]

田
辺
乗
女

上
毛
野
公
奥
麻
呂

慈
馴
[
俗
姓
船
連
]

慶
俊
[
俗
姓
葛
井
連
】

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

項

天
平
勝
宝
元
年
～
天
平
宝
字
七
年
ま
で
造
東
大
寺
司
主
典
･
判
官
｡
仲
麻
呂
専
権
下
の
進
東
大
寺
司
に
あ
っ
て
'
仲
麻
呂
派
の
一

角
を
形
成
.
天
平
宝
字
七
年
十
二
月
､
飲
酒
に
及
び
､
話
が
忌
韓
に
わ
た
る
と
の
理
由
で
､
楓
蚊
に
流
さ
れ
る
.
章
鎌
上
皇
と
道

鏡
の
関
係
に
言
及
し
た
か
｡

天
平
二
十
年
～
天
平
宝
字
六
年
ま
で
造
東
大
寺
司
判
官
｡
天
平
宝
字
八
年
以
降
､
仲
麻
呂
の
乱
に
連
座
し
'
官
位
を
奪
わ
れ
る
o

神
謙
景
璽
元
年
'
外
従
五
位
下
復
位
｡
翌
年
､
造
東
大
寺
大
判
官
と
な
る
｡

東
大
寺
大
仏
建
立
に
際
し
､
銭
l
千
貫
を
寄
進
｡
天
平
宝
字
八
年
正
月
'
近
江
介
任
官
o
仲
麻
呂
の
配
慮
に
基
づ
-
か
?

天
平
宝
字
元
年
閏
八
月
､
越
前
少
目
･
正
七
位
下
q
仲
麻
呂
の
与
党
で
あ
る
こ
と
に
上
る
登
用
か
?

天
平
宝
字
三
年
十
二
月
､
越
前
少
日
･
従
七
位
上
｡
仲
麻
呂
の
与
党
で
あ
る
こ
と
に
上
る
登
用
か
-

天
平
神
護
二
年
十
月
'
右
京
四
条
1
坊
の
戸
主
従
七
位
上
の
上
毛
野
公
奥
麻
呂
の
戸
口
｡
越
前
B
a
足
羽
郡
遵
守
村
に
墾
田
を
所
有

し
て
い
た
が
'
天
平
宝
字
八
年
の
仲
麻
呂
の
乱
の
際
､
罪
人
支
償
の
罪
に
上
り
没
官
さ
れ
た
｡

天
平
神
護
二
年
十
月
'
右
京
四
条
f
坊
の
戸
主
､
従
七
位
上
｡
そ
の
戸
口
に
田
辺
来
女
が
い
た
｡
岸
俊
男
(
『
藤
原
仲
麻
呂
』
)
　
は
､

④
･
⑤
の
朗
名
の
上
毛
野
公
を
奥
麻
呂
と
同
一
人
と
推
定
す
る
｡

興
福
寺
僧
｡
法
相
･
華
厳
兼
学
｡
少
僧
都
｡
仲
麻
呂
と
結
ん
で
勢
力
を
拡
大
し
､
興
福
寺
別
当
と
な
る
｡
天
平
宝
字
七
年
に
少
僧

都
を
解
任
さ
れ
､
代
わ
っ
て
道
鏡
が
就
任
o
道
鏡
失
脚
後
の
神
護
景
零
E
]
年
に
少
僧
都
に
復
任
し
た
｡

大
安
寺
僧
｡
三
論
･
法
相
･
華
厳
の
学
に
通
じ
る
｡
慈
訓
と
と
も
に
台
頭
｡
天
平
勝
宝
八
歳
､
律
師
と
な
る
｡
道
鏡
の
圧
力
に
上

り
解
任
｡
宝
亀
元
年
に
慈
訓
と
と
も
に
少
僧
都
に
返
り
咲
い
た
｡

河
内
国
の
7
-
ヒ
-
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